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事 務 連 絡 

令和４年４月 19 日 

 
 

 

 各      

  

各都道府県・指定都市・中核市認定こども園主管課 御中 

各 都道府県・児童手当主管課（部） 御中 

各都道府県教育委員会幼稚園主管課 御中 

各都道府県私立学校主管課 御中 

 

 

 

厚 生 労 働 省 子 ど も 家 庭 局 保 育 課 

厚生労働省子ども家庭局子育て支援課 

内閣府子ども・子育て本部参事官（認定こども園担当）付 

内閣府子ども・子育て本部参事官（子ども・子育て支援担当）付  

内閣府子ども・子育て本部児童手当管理室 

文部科学省初等中等教育局幼児教育課 

 
 

ウクライナからの避難民である子育て家庭への支援について 

 
 

日本政府は、ウクライナ及び周辺国において国難に直面するウクライナから

の避難民の受入れを進めています。 

既に日本に居住されている避難民の方々に向けて、法務省出入国在留管理庁

より子育て支援（保育所、幼稚園等の利用に関するものを含む。以下同じ。）に

関する内容をお知らせしていますので、各都道府県・市区町村の担当各位におか

れては、下記の点に留意の上、適切な対応をお願いします。（別添１参照） 

また、ウクライナ避難民の方々であって、保育所等への入園決定を行った場合

等には、下記を参照の上、各府省まで報告をお願いします。 

都道府県認定こども園主管課におかれては域内の市（指定都市及び中核市を

除く。）区町村認定こども園主管課に対して、都道府県児童手当主管課におかれ

ては、管内市区町村児童手当主管課に対して、各都道府県教育委員会におかれて

は域内の市区町村教育委員会に対して、本件を周知されるようお願いします。 

都道府県 

市区町村 

保育主管部（局） 

地域子ども・子育て支援事業主管部（局） 
御中 
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なお、幼稚園への就学等に関する取扱いについては、令和４年４月 18日付文

部科学事務次官通知「ウクライナからの避難民の児童生徒等の教育機会の確保

について（通知）」において周知しているところですが、幼稚園は預かり保育な

どの子育て支援の機能も担っていることから、本事務連絡と併せてご確認をお

願いします。 

 

記 

 

○ ウクライナ避難民の方々に対しては、別添２のチラシにあるとおり、子育て

支援サービスとして、一時預かり事業、保育所、地域子育て支援拠点事業、利

用者支援事業、幼稚園、児童手当を御案内しているところ。 

 

○ いずれの制度・事業についても、国籍の如何にかかわらず、要件に該当すれ

ば、居住する地域等においてその利用が可能であるところ、ウクライナ避難民

の方々から子育て支援に関する相談等を受けた場合には、別添のチラシ（英語

又はウクライナ語）も活用の上で、積極的な支援をお願いしたいこと。 

 

○ 保育料等の各種利用料の取扱いについては、追ってお示しすることとする

が、取り急ぎ疑義等が生じた場合は、個別に下記の宛先の制度等所管省庁まで

御連絡いただきたいこと。 

 

○ ウクライナ避難民の方々への今後の支援の在り方等の検討に資するよう、 

‧ 都道府県又は市区町村の窓口において、ウクライナ避難民の方々又はその

代理人から相談があった場合や、 

‧ 保育所、地域型保育事業所、幼保連携型認定こども園に入園が決定した場

合 

 については、その都度、下記の宛先の制度等所管省庁のメールアドレスに御連

絡（様式任意）いただくようお願いしたいこと。 

  このとき、相談に係る報告については、相談があった旨、入園決定に係る報

告については、利用する児童の年齢、人数、入所先（保育所等の類型のみ）に

ついて、報告いただきたいこと。なお、幼稚園については、文部科学省からの

別途依頼に対応いただきたいこと。 

なお、報告の要否又は報告先について、迷う場合には、幅広に情報提供して

いただきたいこと。 

 

○ なお、現時点においては、ウクライナ避難民であるかどうかの確認について

査証等により確認する必要はなく、あくまで本人からの申告に基づいて対応
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していただきたいこと。 

 

以上 

 

○本件についての問合せ先 

（保育所、地域型保育事業所について） 

厚生労働省子ども家庭局保育課 

ＴＥＬ：０３－５２５３－１１１１（内線４８５２、４８５４） 

ＦＡＸ：０３－３５９５－２６７４ 

E-mail：hoikuka@mhlw.go.jp 

 

（一時預かり事業について） 

 厚生労働省子ども家庭局保育課 

ＴＥＬ：０３－５２５３－１１１１（内線４５７４，４８４８） 

ＦＡＸ：０３－３５９５－２６７４ 

E-mail：chiiki-hoiku@mhlw.go.jp 

 

（利用者支援事業、地域子育て支援拠点事業について） 

厚生労働省子ども家庭局子育て支援課 

ＴＥＬ：０３－５２５３－１１１１（内線４８５９、４９６５） 

ＦＡＸ：０３－３５９５－２７４９ 

E-mail：kosodateshien@mhlw.go.jp 

 

（幼保連携型認定こども園について） 

内閣府子ども・子育て本部参事官（認定こども園担当）付 

ＴＥＬ：０３－５２５３－２１１１（内線３８４４６） 

ＦＡＸ：０３－３５８１－２５２１ 

E-mail：kodomokosodate1kai@cao.go.jp 

 

（児童手当について） 

内閣府子ども・子育て本部児童手当管理室 

ＴＥＬ：０３－５２５３－２１１１（内線３８４８３ ） 

ＦＡＸ：０３－６２５７－６０５１ 

E-mail：jidouteate@cao.go.jp 

 

（子ども・子育て支援制度について） 

内閣府子ども・子育て本部参事官（子ども・子育て支援担当）付 

ＴＥＬ：０３－５２５３－２１１１（内線３８３３８） 

ＦＡＸ：０３－３５８１－２５２１ 

E-mail：kodomokosodate2@cao.go.jp 

mailto:hoikuka@mhlw.go.jp
mailto:chiiki-hoiku@mhlw.go.jp
mailto:kosodateshien@mhlw.go.jp
mailto:kodomokosodate1kai@cao.go.jp
mailto:kodomokosodate2@cao.go.jp
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（幼稚園について） 

文部科学省初等中等教育局幼児教育課 

ＴＥＬ：０３－５２５３－４１１１（内線３１３６） 

ＦＡＸ：０３－６７３４－３７３６ 

E-mail：youji@mext.go.jp 

 

 



 

事 務 連 絡   

令和４年４月１９日   

 

 

 

都道府県多文化共生施策担当部局長 殿 

政令指定都市多文化共生施策担当部局長 殿 

 

 

 

                  出入国在留管理庁出入国管理部    

                    出入国管理課長 西山 良    

 

 

   来日したウクライナ避難民の方々への情報提供等について（２） 

平素から出入国在留管理行政に御理解・御協力を賜りありがとうございます。 

来日したウクライナ避難民の方々に対する国の支援については、現在、関係府省

庁において具体的な対応策の検討を順次進めているところであり、本年４月１４日

（木）に避難民の方々に手紙を発送し情報提供を行い、本年４月１４日付け事務連

絡「来日したウクライナ避難民の方々への情報提供について」において御案内した

ところです。 

その後、本年４月１９日（火）に、就労、医療、介護、子育て及び教育について、

別添１から別添７までのとおり、避難民の方々に手紙を発送し情報提供を行いまし

たので、御参考までに送付いたします。 

また、ウクライナ避難民の方々への手紙の内容である、就労、医療、介護、子育

て及び教育に関する情報について、関係省庁から各地方公共団体の所管部局宛てに

以下の内容の御連絡をしておりますので、御参考までに共有いたします。 

多文化共生部局におかれましては、本事務連絡について、所管部局と情報共有の

上、御対応いただけますようお願いいたします。 

 

１． 就労支援について 

就労支援については、ハローワークにおいて、ウクライナ避難民の方々の

ニーズを踏まえた、職業紹介をすることとしており、就労を希望するウクラ

イナ避難民の方々に、地域のハローワークで、仕事を紹介することが可能で

あること。（令和４年４月１５日時点で支援の申し出企業は、４０５件。） 
同様の内容を、都道府県・市区町村の外国人雇用対策担当課室に連絡済み

であること。 

２． 国民健康保険への加入について 

 ウクライナ避難民については、「短期滞在」の在留資格の期間中において

も、本邦滞在を希望する場合、「特定活動（１年）」の在留資格への変更許

可申請を提出することができ、「ウクライナ避難民が「特定活動（１年）」

の在留資格を付与され、市町村において外国人住民となった日から国民健康

保険の資格の適用となる」旨を都道府県民生主管部（局）国民健康保険主管

課（部）に連絡済み（「ウクライナから避難を目的として入国した外国人に

KSKBT
テキスト ボックス
（別添１）




 

係る国民健康保険の適用について」（令和４年３月18日付け事務連絡））で

あること。 

 ３．介護保険について 

ウクライナ避難民に係る介護保険の適用については、「現行の外国人に対

する介護保険の適用と同様の取扱いとなること。具体的には、住民基本台帳

法（昭和42年法律第81号）第30条の 45に規定する外国人住民を介護保険

の被保険者とする」旨の事務連絡を各都道府県及び各区市町村介護保険主管

部（局）に発出済み（ウクライナから避難を目的として入国した外国人に係

る介護保険の適用について（令和４年４月７日付け厚生労働省老健局介護保

険計画課事務連絡））であること。 

 ４．子育てについて 

子育て支援に関して、以下のウクライナ避難民の方々への対応について、

子育て支援担当部署に連絡（令和４年４月19日事務連絡）済みであること。 

・求職活動や就労等（※）により児童を預ける必要がある場合、保育所等に

おいて児童を預けることが可能であること。 

   ・昼間に一時的に児童を預かる「一時預かり事業」、子育て中の親子が交流

し、不安・悩みを相談できる「地域子育て支援拠点事業」、子育てに関す

る情報提供、相談を受けられる「利用者支援事業」などの子育てサービス

を利用可能であること。 

   ・児童の年齢等に応じて「児童手当」を住所地の市町村に請求することが可

能であること。 

   （※）保育所等を利用するためには認定が必要であり、利用を希望する場合、

市区町村へ相談すること。 

５．教育について 

ウクライナ避難民の方々が、幼稚園、小学校、中学校、高校、高等専門学

校、大学への子供の就学を希望する場合に役立つよう、相談先や、就学等に

関する資料をまとめているところであること。 

ウクライナ避難民の子供が就学を希望する場合の積極的な受入れや、就学

や学校での指導等についての留意事項について、全国の教育委員会や地方公

共団体、大学等に連絡（令和４年４月１８日付事務次官通知）済みであるこ

と。 

 

さらに、日本語教育については、文化庁が実施する「地域日本語教育の総合的な

体制づくり推進事業」等においてその支援を行っているところですが、当該事業等

を活用してウクライナからの避難民の方々を対象とした日本語教室の実施等へ支

援を行うことを検討しており、文化庁より、貴部局宛てに具体的な情報について追

って御連絡することとしています。 

 

最後に、国による支援の内容に関しては、前回の事務連絡でお伝えしたとおり４

月２１日（木）に自治体衛星通信機構のシステムを用いたオンラインでの自治体向

け説明会を実施いたします。詳細は下記のとおりです。 

各都道府県におかれましては、管内市町村（特別区を含む。）への周知につきま

しても併せてお願い申し上げます。 

 



 

添付物 

 １ 命が危ないためウクライナから日本に来た皆様へ（令和４年４月19日付け）

（ウクライナ語版・日本語版・英語版） 

 ２ ハローワークが仕事探しを手伝います（ウクライナ語・英語・日本語） 

  ３ 病気やケガに備え、国民健康保険への加入が必要です。（ウクライナ語・日

本語・英語） 

  ４ 子育て支援のサービスを受けることができます（ウクライナ語・日本語・英

語） 

  ５ 就学ガイドブック（英語・日本語） 

  ６ 高校で勉強したい外国人のみなさんへ（ウクライナ語・日本語） 

  ７ 就学援助制度（ウクライナ語・日本語） 

 

記 

 
１ 開催日時 

  令和４年４月２１日（木）１３時３０分～１４時３０分 

   

２ 対象者 

  都道府県及び市区町村の担当者 

 

３ 開催方法 

  一般財団法人自治体衛星通信機構の地域衛星通信ネットワーク（LASCOMネッ

ト）を通じてライブ放映を行います。また、説明会後、当日の録画映像を

YouTube法務省チャンネルにおいて、関係者に限定する形で配信を予定してお

ります。視聴用のURLは別途連絡いたします。 

 

 

  ・チャンネルは地域衛星通信ネットワークの１ｃｈです。 

   視聴の方法等は、貴庁内担当課（消防防災部局等）にご確認ください。 

   LASCOMネットについてご不明な点は、一般財団法人自治体衛星通信機構 

   情報企画課（TEL：03-6261-1539 FAX:03-6261-1534）へお問い合わせくだ

さい。 

  ・当日、視聴できない場合は、後日、録画映像をご覧ください。 

  ・YouTube法務省チャンネルの視聴用URLの送付には、説明会終了後一週間

程度要する見込みです。 

 

４ 資料 

  前日までにek-Bridgeにアップロードの上、その旨メールにて御連絡いたし

ます。説明会当日は印刷した資料をお手元に御用意いただき視聴をお願いいた

します。 

 

５ 御質問・御意見への対応 

  上記３の地域衛星通信ネットワーク（LASCOMネット）の技術的制約により、

双方向での通信ができないため、当日の質疑応答はございません。御質問・御



 

意見につきましては、以下のメールアドレス宛てに、質問件名、質問内容、担

当者連絡先をメール本文に記載の上、御提出願います。なお、添付ファイル等

は添付しないでください。また、御質問・御意見につきましては、電話ではな

く必ずメールでの御提出をお願いいたします。 

メールアドレス：ukraine_jichitai@i.moj.go.jp 

以上 

 
 

 

担当者連絡先 

法務省出入国在留管理庁出入国管理部 

出入国管理課 担当 小林（仁）、池田、佐藤、杉山 

電話: 03-3580-4152 



Тимчасове утримання 
дитини

Ви можете отримати допомогу на тимчасове 
утримання дитини вдень.

Місцевий центр 
соціальної пiдтримки 

дiтей

Це місце, яка надає дітям та їхнім батькам 
простір для гри та спілкування. Тут також можна 
проконсультуватися з питань виховання дітей.

Заходи з сервісної 
підтримки 

користувачів
У рамках цих заходів надається інформація про 
послуги, пов’язані з вихованням дітей.

Ясла
Це заклад, в якому здійснюється догляд і 
виховання дітей вдень, коли батькам 
доводиться залишати дитину надовго через 
свою роботу.

Дитячий садок Це школа для дітей віком від 3 до 5 років.

Допомога на дитину Виплачується готівкою тим, хто має дітей.

Джерело зображення Державного прапора України:
Офіційний сайт Міністерства закордонних справ Японії

Евакуйованим з України,
які виховують маленьких дітей в Японії

ウクライナ語／українська

Надаються послуги з підтримки у вихованні дітей

В Японії надаються нижченаведені послуги з
підтримки у вихованні дітей. Спосіб використання
послуг залежить від регіону, тому за деталями
зверніться до муніципалітету, де ви живете.

KSKBT
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こそだ しえん う

子育て支援のサービスを受けることができます

にほん ひなんちゅう ちい こ そだ

から日本に避難中で小さなお子さんを育てているひと

にほん つぎ こそだて しえん ていきょう

日本では、次のような子育て支援のサービスを提供

しています。
ちいき りようほうほう こと

地域によって利用方法などが異なりますので、
くわ す しちょうそん き

詳しいことはお住まいの市町村にお聞きください。

日本語版

ウクライナ

国旗の出典：外務省ホームページ

いちじあず

一時預かり
ひるま いちじてき こ あずか

昼間に一時的に子どもを預かってもらえます。

ちいきこそだ しえんきょてん

地域子育て支援拠点

こ ほごしゃ いっしょ

お子さんと保護者が一緒にすごすことができ
ばしょ こそだ そうだん

る場所です。子育てについて相談もできます。

りようしゃしえんじぎょう

利用者支援事業
こそだ かん あんない

子育てに関するサービスを案内しています。

ほいくしょ

保育所

しごと ちょうじかん こ あず

仕事について長時間子どもを預けなければな
とき ひるま こ あず

らなくなった時に、昼間に子どもを預けるこ
しせつ

とができる施設です。

ようちえん

幼稚園
さい さい こ む がっこう

3歳から5歳までのお子さん向けの学校です。

じどうてあて

児童手当
こ かた げんきん しきゅう

お子さんのある方に現金が支給されます。



You can use the child-rearing support service

Parents and children evacuating to Japan

In Japan, we provide the child-rearing support 
service listed below.

How to use it depends on the area you live in.

Please contact the municipality for details.

From Ukraine

Flag Source: Ministry of Foreign Affairs HP

Short-term
Childcare

Service to temporarily care for children during 
the day.

Community-based 
childrearing support 

center

A place where parents and children can interact 
with each other You can also consult about 
child-rearing.

User spport We provide information on child-rearing 
services.

Nursery school
When you get a job, the nursery school will 
care for your child while you work. 

kindergarten School for children from 3 to 5 years old

Children's allowance We will provide cash to parents who have 
children.
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Міграційна служба Японії 
 

 

 

 

Інформація для осіб, які прибули до Японії, 

 рятуючись від загрози життю і здоров’ю. 

 
1.    Міграційна служба приймає заяви від осіб для отримання дозволу зміни 

статусу проживання на "Особливі види діяльності (1 рік)", що дозволить 

вам працювати. Особи, які змінять свій статус на "Особливі види діяльності 

(1 рік)", отримають посвідчення особи, яке називається "картка резидента". 

Якщо у вас це буде, ваше життя в Японії буде зручнішим, і ви зможете 

оформити національне медичне страхування, про яке написано нижче в 

пункті 3 цього листа. Тому, будь ласка, змініть свій статус проживання. 

Якщо ви хочете змінити його, зателефонуйте до довідкової служби FRESC 

за телефоном, наведеним нижче в пункті 5.  

 

2.    Особам, які хотять знайти роботу. 
У "Hello Work (=державне бюро із забезпечення зайнятості)" державні 

службовці допоможуть вам знайти роботу. 

При цьому не потрібні жодні витрати. 

Спочатку варто звертатися до місцевого відділення Hello Work. 

Якщо ви не знаєте, де знаходиться найближчий офіс Hello Work, ви можете 

зателефонувати за номером 0800-919-2901 (консультаційна лінія англійською 

мовою). 

*Ви також можете поговорити у Hello Work англійською мовою. 

Однак,  якщо у вас є член сім'ї або друг, який говорить японською мовою, 

будь ласка, по можливості приходьте з ними. 

 

3.    Особам, які  потребують медичних, сестринських та дитячих послуг. 

При отриманні медичної допомоги у Японії ви повинні бути членом 

Національного медичного страхування. Якщо ви приєднаєтеся до 

Національного медичного страхування, вам слід заплатити лише 20% або 

30% від вартості лікування під час відвідування лікарні з приводу хвороби 

або поранення. 

Крім того, особи віком 40 років і старші зобов'язані оформити 

страхування довгострокового догляду, і якщо цим особам знадобиться догляд, 

вони зможуть отримати послуги довгострокового догляду за 10% від вартості 

довгострокового догляду. 

KSKBT
テキスト ボックス
（参考資料）




Послуги по догляду за дітьми. Якщо потрібно залишити дитину на 

короткий проміжок часу для вирішення невідкладних питань або потрібно 

залишати дитину на більш тривалий період часу щодня, щоб попрацювати, то 

для вас є послуга, що відповідає вашій ситуації. 

Для отримання додаткової інформації зверніться до місцевої 

адміністрації. 

Якщо у вас є член сім'ї або друг, який розмовляє японською мовою, будь 

ласка, постарайтеся взяти його з собою при відвідуванні місцевої 

адміністрації.  

  

4.    Особам, які бажають вступити до початкової, середньої, або старшої 

школи, а також технічного училища або вищого навчального закладу. 

 

4.1. Особи, які бажають оформити дитину для навчання у школі в 

Японії. Для вступу у початкову, середню або старшу школу, 

зверніться до місцевої адміністрації. Для вступу до вищого 

навчального закладу  або технічного училища, необхідно 

звернутися безпосередньо у вищий навчальний заклад або у 

технічне училище, до якого ви бажаєте вступити. 

 

- Особам, які бажають вступити до початкової, середньої, або старшої 

школи, необхідно звернутися до місцевої адміністрації.  

Для оформлення на навчання дітей у старшу школу, необхідно 

звернутися до адміністрації префектури, за місцем проживання. В обох 

випадках існує Комісія з освіти, так звана  «Кйоіку Ійнкай»», який може 

допомогти вам. Деякі адміністрації міст мають консультаційну службу для 

іноземців. 

Плата за навчання у початковій, середній та старшій школі не стягується, 

крім плати за інші подтрімй , наприклад, спеціальні уроки японської мови 

після вступу до початкової, середньої або старшої школи. 

 

-Якщо ви хочете вступити до японського вищого навчального закладу – 

далі - (ВНЗ) або технічного училища, зверніться безпосередньо до ВНЗ або 

технічного училища, до якого ви бажаєте вступити. Деякі японські ВНЗ 

заявляють, що допомагатимуть вихідцям з України, які шукають захист у 

Японії та приймають на навчання. 

 Список вищих навчальних закладів знаходиться у наведеному нижче 

сайті. 

 

 

 



Сайт: https:/ /www.studyinjapan.go.jp/ja/other/news /000164.html 

 

 

 

 

 

*Щодо дитячих садків, то вони включені до послуг з догляду за дітьми у 

вищезгаданому пункті. У садок можна ходити безкоштовно у місцевості, де ви 

маєте реєстрацію при особистому зверненні до адміністрації міста, селища чи 

села.  

 

4.2. Ми надсилаємо вам матеріали, які допоможуть вам вступити до 

початкової, середньої та старшої школи, технічного училища або ВНЗ у Японії. 

(а) Довідник з  навчання у школі（Guidebook for Starting School） 
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile

/2016/06/24/1358299_01.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

（б）Іноземцям, які бажають навчатися у середній школі. (Легка 

японська мова) 
https://www.moj.go.jp/isa/content/930006277.pdf 

 

 

 

 

 

 (в）Пам'ятка по системі надання допомоги під час навчання у школі 

*Допомагають оплачувати такі гроші, як зошити, олівці та шкільні обіди. 

 

4.3.Якщо ви не знаєте, до якої адміністрації, ВНЗ або технічного 

училища звернутися, будь ласка, звертайтеся до Міністерства освіти, культури, 

спорту, науки та технологій Японії.  

○Довідкова служба Міністерства освіти, культури, спорту, науки та 

технологій Японії 

Номер телефону：0120-082-434Години роботи: з 9.30 до 18.15 (будні 

дні) 

Адреса електронної пошти： 

Сайт：https://www.mext.go.jp/ukraine_helpdesk.html  

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf
https://www.moj.go.jp/isa/content/930006277.pdf
https://www.mext.go.jp/ukraine_helpdesk.html


 

 

 

*Доступно японською та англійською мовами. 

 

5.   Якщо у вас виникатимуть проблеми в Японії, телефонуйте за наступним 

номером. 

 ○Консультація по телефону（Довідкова службаFRESC） 

Номер телефону：0120-76-2029  (Безкоштовий) 

Години роботи：з 9.00 до 20.00 (будні дні) 

з 9.00 до 17.00（субота, неділя, свята） 
Сайт：https://www.moj.go.jp/isa/support/fresc/ukraine_support.html 

 

*Якщо у вас виникли запитання щодо цього листа, будь ласка, телефонуйте 

за номером довідкової служби FRESC.  

 

6. Міграційна служба надсилатиме вам корисну інформацію електронною 

поштою.  

Будь ласка, повідомте нам особисту адресу електронної пошти. 

Будь ласка, повідомте нас, про відомості, які ви вважаєте, що міграційна 

служба повинна повідомити Посольство України в Токіо.  

○Адреса електронної пошти： 

В листі, який ви надішлете електронною поштою до міграційної служби 

напишіть: 

(1) Ім'я, стать, дата народження, номер телефону та адресу електронної 

пошти. 

(2) Чи можна передати всі дані, які перераховані в пункті (1) до 

Посольства України в Токіо та вашу адресу електронної пошти, 

 

7.    Ми надсилатимемо вам матеріали, які допоможуть вам у вашому житті 

в Японії. Будь ласка, читайте їх. Ми продовжуватимемо надсилати вам корисні 

матеріали. 

(1) Hello Work допоможе вам знайти роботу. 

(2)У разі хвороби або поранення ви повинні стати членом Національного 

медичного страхування. 

(3) Ви можете отримати послуги по догляду за дитиною. 

(4) Довідник з питань організації шкільних занять 

(5) Для іноземців, які хочуть навчатися у старшій школі 

(6) Система допомоги школярам 

 



令和４年４月１９日

出 入 国在 留管理庁
しゆつにゆうこくざいりゆうかんりちよう

命 が危ないためウクライナから日本に来た皆様へ
いのち あぶ に ほ ん き みなさま

１ 入 管では、働 ける在 留資格「特定活動（１年）」への変更許可申請
にゆうかん はたら ざいりゆう し か く とくてい かつどう ねん へんこう き よ か しんせい

を受け付けています。「特定活動（１年）」に変更した人は、「在留カ
う つ とくてい かつどう ねん へん こう

ード」というＩＤカードをもらえます。これを持っていれば、日本で
も に ほん

の生活が便利になり、下の３の国民健康保険にも加 入 できますので、
せい かつ べん り した こく みん けん こう ほ けん か にゆう

変更してください。変更したい人は下の５のＦＲＥＳＣヘルプデスク
へん こう へんこう ひと した

に電話してください。
で ん わ

２ 就 労を希望するウクライナの皆様へ
しゆう ろう き ぼう みな さま

ハローワークでは、国の 職 員が、あなたが仕事を探すお手伝いを
くに しよく いん し ごと さが て つだ

します。

お金はかかりません。
かね

まずは、近くのハローワークに相談してみてください。
ちか そう だん

近くのハローワークが分からない人は、 0800-919-2901（英語での
ちか わ ひと えい ご

相談ダイヤル）に電話をしてください。
そう だん でん わ

※ハローワークでは、英語でも相談できます。
えい ご そう だん

ただ、日本語が話せる家族か友達がいれば、なるべく一緒にきて
に ほん ご はな か ぞく とも だち いつ しよ

ください。

３ 医 療 ・介護・保育でお困りのウクライナの皆様へ
い りよう かい ご ほ いく こま みな さま

日本で医 療 を受けるときは、国民健康保険への加 入 が必要になり
に ほん い りよう う こく みん けん こう ほ けん か にゆう ひつ よう

ます。国民健康保険に加 入 すれば、 病 気やけがで 病 院に行っても、
こく みん けん こう ほ けん か にゆう びよう き びよう いん い

医 療 費の２０％か３０％を払うだけですみます。
い りよう ひ

また、４０歳以 上 の方については、介護保険に加 入 することとな
さい い じよう かた かい ご ほ けん か にゆう

り、介護を必要とする 状 態になった場合には、介護費の１０％負担
かい ご ひつ よう じよう たい ば あい か い ご ひ ふ たん

で介護サービスを受けることができます。
かい ご う

保育サービスも受けることができます。 急 な用事で 短 い時間子ど
ほ いく う きゆう よう じ みじか じ かん こ

もを預けたいとき、 働 くために、毎日長い時間子どもを預けたいと
あず はたら まい にち なが じ かん こ あず

き、 状 況 に応じたサービスがあります。
じようきよう おう

詳しいことはお住まいの市 町 村に聞いてください。
くわ す し ちよう そん き

市 町 村に行くときは、日本語が話せる家族か友達がいれば、なる
し ちよう そん い に ほん ご はな か ぞく とも だち

べく一緒にきてください。
いつ しよ



４ 小 学校、 中 学校、高校、高等専門学校、大学に行きたいウクライ
しよう がつ こう ちゆう がつ こう こう こう こうとう せんもん がつこう だい がく い

ナのみなさんへ

（１） 小 学校、 中 学校、高校に行きたいときは、地元の役場に相談し
しよう がつ こう ちゆう がつ こう こう こう い じ もと やく ば そう だん

てください。大学や高等専門学校に行きたいときは、行きたい大学
だい がく こうとう せんもん がつこう い い だいがく

や高等専門学校に相談してください。
こうとう せんもん がつこう そう だん

（ア）日本の公立 小 学校、 中 学校、高校に行きたい方
に ほん こう りつ しよう がつ こう ちゆう がつ こう こう こう い かた

日本の 小 学校、 中 学校、高校は、外国人の方も受け入れてい
に ほん しよう がつ こう ちゆう がつ こう こう こう がい こく じん かた う い

ます。

小 学校、 中 学校に行きたいときは、近くの市区 町 村の役場に
しよう がつ こう ちゆう がつ こう い ちか し く ちよう そん やく ば

相談してください。高校に行きたいときは、住んでいる都道府県
そう だん こう こう い す と どう ふ けん

の役場に相談してください。どちらも、 教 育委員会というところ
やく ば そう だん きよう いく い いん かい

があり、相談にのってくれます。役場の中には外国人相談窓口が
そう だん やく ば なか がい こく じん そう だん まど ぐち

あるところもあります。

小 学校、中 学 校、高校の授 業 料 は無 料 です。授 業 料 以外
しよう がつ ちゆうがつこう こうこう じゆ ぎようりよう む りよう じゆ ぎようりよう い がい

の勉 強 に必要なお金も支援される場合もあります。
べん きよう ひつ よう かね し えん ば あい

小 学校、 中 学校、高校に入ったあとの特別な日本語の授 業 な
しよう がつ こう ちゆう がつ こう こう こう はい とく べつ に ほん ご じゆ ぎよう

ど、外国人へのサポートがあることも多いので、相談してくださ
がい こく じん おお そう だん

い。

（イ）日本の大学や高等専門学校に行きたい方
に ほん だい がく こうとう せんもん がつこう い かた

日本の大学や高等専門学校に行きたいときは、行きたい大学や
に ほん だい がく こうとう せんもん がつこう い い だい がく

高等専門学校に聞いてください。
こうとう せんもん がつこう き

いくつかの日本の大学は、ウクライナから日本に来た人を助け
に ほ ん だいがく に ほ ん き ひと たす

ると言っています。下のURLにそのような大学のリストがあります。
い した だいがく

ＵＲＬ： https://www.studyinjapan.go.jp/ja/other/

news/000164.html

※幼稚園については、上の３の保育サービスに含まれ
よ う ち え ん うえ ほ い く ふく

ます。市区町村に住んでいることが分かれば無償で
し く ち よ う そ ん す わか むしよう

利用できます。近くの市区町村の役場に行くと相談にのってくれ
り よ う ち か く し く ち よ う そ ん や く ば い そうだん

ます。

https://www.studyinjapan.go.jp/ja/other/news/000164.html
https://www.studyinjapan.go.jp/ja/other/news/000164.html


（２）日本で 小 学校、 中 学校、高校、高等専門学校、大学に行くため
に ほん しよう がつ こう ちゆう がつ こう こう こう こうとう せんもん がつこう だい がく い

の助けになる資 料 を送ります。
たす し りよう おく

（ア） 就 学ガイドブック（Guidebook for Starting School）
しゆう がく

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/educati

on/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/2

4/1358299_01.pdf

（イ）高校で勉 強 したい外国人の皆さんへ
こう こう べん きよう がい こく じん みな

https://www.moj.go.jp/isa/content/930006277.pdf

（ウ） 就 学援助制度リーフレット
しゆう がく えん じよ せい ど

※ノートや鉛筆、 給 食 などのお金を支援します。
えん ぴつ きゆうしよく かね し えん

（３）相談する役場、大学や高等専門学校が分からないときは、文部科
そう だん やく ば だい がく こうとう せんもん がつこう わ もん ぶ か

学 省 に相談してください。
がく しよう そう だん

○文部科学 省 ヘルプデスク
もん ぶ か がく しよう

電話番号：０１２０－０８２－４３４
でん わ ばん ごう

受付時間：午前９時３０分から午後６時１５分まで（平日）
うけ つけ じ かん ご ぜん じ ふん ご ご じ ふん へい じつ

メールアドレス：ukraine-helpdesk@mext.go.jp

ＵＲＬ： https://www.mext.go.jp/ukraine_helpdes

k.html

※日本語、英語で対応しています。
に ほん ご えい ご たい おう

５ 日本で困ったときは、次のところに電話してください。
に ほ ん こま つぎ で ん わ

○困ったときの連絡先（ＦＲＥＳＣヘルプデスク）
こま れんらくさき

電話番号：０１２０－７６－２０２９（フリーダイヤル）
で ん わ ばんごう

受付時間：午前９時から午後８時まで（平日）
う け つ け じ か ん ご ぜ ん じ ご ご じ へいじつ

午前９時から午後５時まで（土・日・ 祝 日）
ご ぜ ん じ ご ご じ ど にち しゆく じつ

ＵＲＬ： https://www.moj.go.jp/isa/support/fresc/ukraine_support.html

※この手紙について質問があるときは、上の
て がみ しつもん うえ

ＦＲＥＳＣヘルプデスクに電話してください。
で ん わ

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf
https://www.moj.go.jp/isa/content/930006277.pdf
mailto:ukraine-helpdesk@mext.go.jp
https://www.mext.go.jp/ukraine_helpdesk.html
https://www.mext.go.jp/ukraine_helpdesk.html
https://www.moj.go.jp/isa/support/fresc/ukraine_support.html


６ 入 管からメールでみなさんに役立つ情 報を届けます。みなさんの
にゆうかん やく だ じようほう とど

メールアドレスを知らせてください。
し

みなさんが入 管に知らせた情 報を、入 管が東 京にあるウクライ
にゆうかん し じようほう にゆうかん とうきよう

ナ大使館に知らせてもいいと思う人は、教えてください。
た い し か ん し おも ひと おし

○メールアドレスを知らせるところ
し

メールアドレス：ukraine_support@i.moj.go.jp

メールに書くこと：
か

（１）名前、性別、生年月日、電話番号、メールアドレス
な まえ せい べつ せい ねん がつ ぴ でん わ ばん ごう

（２）（１）のこと全部と、この手紙を送った 住 所を、東 京にあ
ぜん ぶ て がみ じゆう しよ とうきよう

るウクライナ大使館に教えてよいか
たい し かん おし

７ みなさんの日本での生活を助ける資 料 を送ります。読んでくださ
に ほん せい かつ たす し りよう おく よ

い。今後も役に立つ資料を送ります。
こ ん ご やく た しりよう おく

（１）ハローワークが仕事探しを手伝います
し ごと さが て つだ

（２） 病 気やケガに備え、国民健康保険への加 入 が必要です。
びよう き そな こく みん けん こう ほ けん か にゆう ひつ よう

（３）子育て支援のサービスを受けることができます
こ そだ し えん う

（４） 就 学ガイドブック
しゆう がく

（５）高校で勉 強したい外国人のみなさんへ
こうこう べんきよう がいこくじん

（６）就 学援助制度
しゆうがくえんじよ せ い ど
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I n f o r m a t i o n  f o r  t h o s e  w h o  h a v e  f l e d  t o  J a p a n  f r o m  U k r a i n e  

 

1  The  ISA accepts  appl ica t ions  to  change  the  s ta tus  of  res idence  to  

“Designated  Act iv i ty (One  year)”  wi th work permi t .  Per sons  who have 

changed thei r  s tatus  to  “Designated  Act iv i t i es  (one  year )”  can  receive  an  

ID card  ca l led  a  “ res idence  card .”  Having th i s  card  makes  l i fe  in  Japan 

more  convenient  and  enables  enrol lment  in  N at ional  Heal th  Insurance  as  

descr ibed in  3  below, so p lease  change your  s ta tus .  If  you would  l ike  to  

change your  s tatus ,  p lease  ca l l  the  F oreign  Res idents  Suppor t  Center  

(FRESC) help desk  ment ioned in  5  below.  

 

2 To Ukrain ians  who would  l ike  to  work  in  Japan  

At  Hel lo Work  ( the Publ ic  Employment  Secur i ty  Of f ice) ,  government  s taf f  

members  can  help  you f ind  a  job .  

This  serv ice  i s  f ree  of  charge .  

Please  s tar t  by consul t ing with  a  nearby Hel lo  Work  off ice .  

If  you  do  not  know where  the  neares t  Hel lo  Work  off ice  i s ,  p lease  dia l  

0800-919-2901  (phone number  for  consul ta t ion  in  Engl i sh) .  

*  Hel lo  Work  off ices  of fer  consul tat ion  in  Engl i sh as  wel l .  

 However ,  hopefu l ly you come to Hel lo Work  together  wi th your  fami ly 

or  f r iends  who can  speak  Japanese .  

 

3 To Ukrain ians  who have problems re lated  to  medical  care ,  long - term care ,  

or  chi ldcare  

To receive  medical  care  in  Japan ,  i t  i s  necessary to  enro l l  in  Nat ional  

Heal th  Insurance .  I f  you  are  enro l led  in  th is  insurance  and  you go  to  a  

hospi ta l  due  to  a  s ickness  or  in jury,  you  only have to  pay 20% or  30% of  

the  associa ted  medical  care  cos t s .  

In  addi t ion ,  i f  you  are  40 years  o f  age  or  older ,  you  wil l  be  enrol led in  

long- term care  insurance ,  and — i f  you  f ind  yourse l f  in  need  of  long- term 

care—you wi l l  be  able  to  receive  long - term care  serv ices  for  only 10% of  

the  to tal  long- term care  cos t s .  

Chi ldcare  serv ices  are  a l so  avai lab le .  There  are  var ious serv ices  avai lab le 



depending on  the  s i tua t ion,  including when you want  to  ent rus t  your  ch i ld  

for  a  shor t  t ime due to  urgent  business  or  when you want  to  ent rus t  your  

ch i ld  for  severa l  hours  every day due to  work.  

For  more  detai l s ,  contact  the  munic ipal i t y where  you l ive .  

When you go  to  the  munic ipal  of f ice ,  i f  you  have a family member  or  

f r iend  who speaks  Japanese ,  please  come with  them i f  poss ible .  

  

4 To Ukrain ians  who want  to  go  to  an e lementar y school ,  junior  high  school ,  

senior  h igh  school ,  co l lege  of  technology,  or  univers i t y  

 (1)  If  you  would  l ike  to  go  to  an  e lementary school ,  jun ior  h igh  school ,  o r  

senior  h igh  school ,  please  consul t  wi th  your  local  munic ipal  of f ice .  If  you  

would  l ike  to  go  to  a  univers i t y or  co l lege  of  technology,  please  consul t  

wi th  the  univers i t y or  col lege  of  techno logy you are  in teres ted  in .  

 (A)  If  you  would l ike  to  go  to  a  publ ic  e lementar y school ,  jun ior  h igh  

school ,  o r  sen ior  high  school  in  Japan  

Japanese  e lementary schools ,  jun ior  h igh  schools ,  and  senior  h igh  

schools  accept  fore ign  nat ional s  as  wel l .  

I f  you  would l ike  to  go  to  an e lementar y school  or  junior  high school ,  

please  consul t  wi th the  nearby municipal  of f ice .  If  you  would l ike  to  go  

to  a  senior  h igh  school ,  p lease  consul t  wi th  the  munic ipal  of f ice  of  the  

prefecture  where  you l ive .  Both  have thei r  own board  of  educat ion ,  and 

they wi l l  consul t  wi th  you.  Some munic ipal  of f ices  a l so  have thei r  own 

fore ign  res idents  help  desk .  

Elementary schools ,  jun ior  h igh  schools ,  and  senior  h igh  schools  do  

not  charge  tu i t ion fees .  Support  i s  al so  somet imes  provided  to  cover  the 

cost s  of  s tudying o ther  than  tui t ion  fees .  

Assi s tance  for  fore ign  nat ional s— inc luding specia l  J apanese 

c lasses— i s  of ten  avai lab le  af ter  en ter ing an  e lementary school ,  jun ior  

high  school ,  o r  sen ior  high  school ,  so  p lease  ask  about  th i s .  

 (B)  If  you  would l ike to  go  to  a  univers i t y or  co l lege  of  technology in  Japan 

If  you  would  l ike  to  go  to  a  univers i ty or  co l lege  of  technology in 

Japan ,  p lease  ask  the  univers i t y or  co l lege  of  technology you are  



in teres ted  in .  A number  of  J apanese  univers i t i es  have s ta ted  that  they 

are  wi l l ing to  help  Ukrain ian  s tudents  who have come to  Japan .  The l ink 

below includes  the  l is t  o f  such  univers i t i es .  

UR L:  ht tps : / /www.studyin japan .go . jp / ja /other /news/000164.html  

 

 * Preschool  i s  inc luded  in  the  chi ldcare  serv ices  

ment ioned  in  3  above.  Preschool  i s  avai lab le  f ree  of  

charge  i f  i t  i s  c lear  tha t  you  l ive  in  the  corresponding 

munic ipal i t y.  If  you go  to  the  nearby munic ipal  

of f ice ,  they wi l l  di scuss  thi s  with  you.  

 

 (2 )  Mater ial s  tha t  are  usefu l  for  going  to  an  e lementary school ,  juni or  h igh  

school ,  senior  h igh  school ,  co l lege  of  technology,  or  univers i t y in  Japan  

wil l  be  sent  to  you.  

 (A)  Guidebook for  S tar t ing School   

ht tps: / /www.mext .go . jp /component /a_menu/educat ion/micro_deta i l /__

icsFi les /af ie ldfi le /2016/06/24/1358299_01.pdf  

 

 

 

 (B)  For  fore ign  nat ionals  who want  to  s tudy a t  sen ior  h igh  schools  

     h t tps: / /www.moj .go . jp/ i sa /content /930006277.pdf  

 

 

 

(C)  Financia l  suppor t  sys tem leaf le t  

  * Financia l  ass i s tance  i s  provided to  cover  the  cos t s  of  notebooks ,  

penci l s ,  school  lunch ,  etc .  

 

 (3 )  If  you  do  not  know how to  consul t  wi th  the  munic ipal  of f ice ,  un ivers i t y,  

or  co l lege  of  technology,  p lease  consul t  wi th the Minis t ry of  Educat ion , 

https://www.studyinjapan.go.jp/ja/other/news/000164.html
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06/24/1358299_01.pdf


Cul ture ,  Sport s ,  Science  and  Technology  (MEXT) .  

○  MEXT help  desk  

Phone number :0120 -082 -434  

Recept ion  hours :  9 :30  am to 6 :15 pm (on  weekdays )  

Emai l  address :  ukra ine-helpdesk@mext .go . jp  

UR L:  ht tps : / /www.mext .go . jp /ukra ine_helpdesk .h tml  

 

 

* Serv ice  i s  avai lab le  in  both  Japanese  and  Engl i sh .  

 

5 If  you  have an y problems whi le  in  Japan ,  please  ca l l  the  number  below.  

 ○  Contact  informat ion  for  problems (FRESC help  desk )  

Phone number :  0120-76-2029 ( tol l - f ree  number )  

Recept ion  hours :  9 :00  am to 8 :00 pm  (on  weekdays )  

     9:00  am to  5 :00  pm (on  weekends  and  hol idays )  

URL:  ht tp s : / /www. moj .go . jp / i sa /suppor t / f re sc /ukra ine_suppor t . html  

 

 

 

 

 

*  If  you  have an y quest ions  about  th is  l et ter ,  p lease  ca l l  the  FRESC help 

desk above.  

  

6  The  ISA sends  helpful  informat ion  to  everyone v ia  emai l .  Therefore ,  

please  te l l  us  your  emai l  address .  

  Also  te l l  us  i f  i t  i s  okay for  the  ISA to  not i fy the  Embassy of  Ukraine  in  

Tokyo of  the  informat ion  that  you  give  the  ISA.  

 ○  Send your  emai l  address  to  

Emai l  address :  ukra ine_support@i .moj .go . jp  

What  to  wr i te  in  the  email :  

 (1 )  Your name,  gender ,  date  of  b i r th ,  phone number ,  and  email  address  

 (2)  Whether  i t  i s  okay for  us  to  send  the  informat ion  in  (1)  as  wel l  as  

the  address  to  which thi s  l e t ter  was sent  to  the Embassy of  Ukraine  

in  Tokyo  

https://www.mext.go.jp/ukraine_helpdesk.html
https://www.moj.go.jp/isa/support/fresc/ukraine_support.html


 

7 Mater ia l s  tha t  can  help  with  l i fe  in  Japan  wil l  be  sent  to  you.  P lease  read  

them.  We are  commit ted  to  sending use fu l  mater ia ls .  

 (1)  Hel lo  Work  off ices  help  you search  for  work .  

 (2)  To prepare  fo r  s icknesses  and  in jur ies ,  i t  i s  necessary to  enro l l  in  

Nat ional  Heal th  Insurance .  

 (3)  Chi ldcare  suppor t  serv ices  are  ava i lab le .  

 (4)  Guidebook for  Star t ing School  

 (5)  For  fore ign  nat ional s  who want  to  s tudy a t  sen ior  h igh  schools  

 (6)  Financial  suppor t  sys tem for  school  expenses  

 


